
都市再生整備計画（第５回変更)
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 804 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 平成１６年度 平成２２年度

人/年 平成１６年度 平成２２年度

ポイント 平成１６年度 平成２２年度

都道府県名 大分県 中津市 中津市 溝部・槻木地区

　中津市の溝部・槻木地区は市の西端に位置し、山国川の源流域にあたる。地区の全域が、耶馬・日田・英彦山国定公園に指定されており、両地区を貫流する山国川は美しい渓流を造り出している。特に溝部地域の猿飛千壺峡（国
指定天然記念物）から魔林峡の区間は、変朽安山岩が水流と小石により滑らかに削られた特徴ある渓谷美で深山幽谷の趣がある。しかし、この資源を活かしきれていないことに加え、住民及び観光客のニーズに応えられていない。
これまで、旧山国町の最大のお祭りである「万葉のふるさとまつり」を猿飛千壺峡で実施するなど旧町随一の観光拠点づくりへの取り組みも行ってきたが、広場や駐車場が狭いなどの理由から来場者を増やすことはできなかった。
　この地域の人口は他の地域への流出により減少し、高齢化率は両地区の平均で４３％、槻木地区にあっては５６％にも及んでおり、７０歳以上の高齢者の独り暮らし世帯が全世帯の２２％を占る典型的な過疎地である。このため、
福祉・医療・防災面での不安の解消が急務となっている。加えて、平成１７年３月に地区内の溝部小学校と槻木小学校の２校が廃校となり、さらに地域コミュニティ機能低下が危惧されている。これらを解消するために、新たな地域の
医療・防災・交流拠点の整備とアクセス道路の整備が必要となっている。廃校となった槻木小学校は、地区の中心に位置し、地域の活性化のための活用が望まれており、槻木地区住民とによる協議を経て医療・福祉・防災・交流施
設へ転用方針である。

計画期間 交付期間 22

基本方針・・・人と自然が共生するこころ豊かなアメニティタウン
まちづくりの方向性
　１.住民が安心して住める医療・交流拠点の整備
　２.源流の自然を感じながら、歩いて楽しい観光拠点づくり
　３.廃校・空家等の活用と生活道路の整備による地域再生

８５，０００人

５，０００人

◇山国川の自然景観を保全し、親しみやすい空間を創出
　この地区は中津市を貫流する山国川の源流域にあたり、この水を市民の多くが飲料水として利用している。この水を守るために森や河川環境を保全することは、源流域の責任を果たすことであり、施設整備においても水質保全設
備や太陽光発電等のソフトエネルギーの導入も積極的に進める必要がある。また、親水空間を整備することにより、市民の水や環境に対する意識を啓発する。
◇地区内の経済の活性化となる観光開発、交流人口の拡大
　この地区には国指定の天然記念物である猿飛千壺峡や魔林峡などの名勝があるが、英彦山から耶馬溪方面等に向かう観光客が立ち寄るという程度であり、観光の核となり得ていない。分散した観光資源を結びつける工夫、四季
を通じた魅力ある観光開発により、通過型から滞在型への転換、観光収入の増加を図ることが必要である。
◇高齢者が安心して住める居住環境づくり、コミュニティ活動支援
　これまで、比較的多世代世帯が残って、家庭で高齢者を支えてきたこの地区も核家族が増えてきており、しかも高齢者のみの世帯の比率が高くなってきている。十分な公共交通環境を持たない状況にあっては、いかに日常生活や
福祉・医療のサービスや寂しくない心豊かな暮らしを提供できるかが課題である。

　合併を控えて平成１６年３月に策定された新市建設計画において、新中津市として「『みず』と『もり』を守り、安心で安全で快適に住めるふるさとづくり」を掲げている。ことに当該地域は、「人と自然が共生するこころ豊かなアメニティ
タウン」という将来像を目指している。
　旧山国町においては、平成２年度に当該地区にアメニティリバーパーク構想を策定し整備を進めてきた。しかし、１５年の年月の経過により、住民や観光客のニーズも変遷していることから、現在、住民や専門家を含めて行政と一体
となったまちづくりを進めるべく第２次のアメニティリバーパーク構想を策定中である。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 目標値

３，７００人

７５，８００人

従前値

３．０ ３．５　　生活環境満足度

市民意識調査による生活環境に対する満足度
手法；生活環境に対する地域住民の満足度を5段階で
評価し、従前値を3とした場合にどの程度満足度が向
上したのかを評価する。

　　地域再生のための交流施設や道路等の整備により
　　生活環境の向上を図る。

観光客数 当地区に立ち寄る観光客数 観光交流人口の増加による地域の活性化

健康交流センター来館数 診療所・交流センター利用者数 施設利用による心身健康増進



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

　
・廃校、空家の有効活用と生活道路の整備
　地域コミュニティーの中心であった小学校の廃校跡地に地域住民が交流するセンターを整備するとともに、利便性向上と活力ある地域再生
を図るための生活道路を整備する。
　　また、親水広場内にある空家を休憩所や物産店として再活用し、観光客の利便性向上を図る。

高次都市施設事業(基幹事業/中津市槻木交流センター)
地域支援創造事業(提案事業/中津市槻木交流センター(診療所))
道路事業(基幹事業/坂内線・堀江年の神線・小屋川線他６路線・藤原線)

方針に合致する主要な事業

・観光の拠点の整備と連携
　自然・歴史施設等を整備活用しながら地域の特色ある観光開発を行うと共に、中津市の西の玄関口として市内の他の観光資源へのイン
フォメーション機能を持たせる。また、地区内の観光資源が一体となるように道路整備を行う。

地域支援創造事業(提案事業/中津市槻木交流センター(診療所))
道路事業(基幹事業/坂内線・堀江年の神線・小屋川線他６路線・藤原線)
地域生活基盤施設事業(基幹事業/アメニティリバーパーク乗降車場整備等)
地域支援創造事業(提案事業/リバーパーク景観再生事業）
事業活用調査(提案事業/事業評価の実施に関する調査)

・住民が安心できる住環境
　医療、健康増進、交流、防災に資する施設の整備。また、コミュニティを維持できるように支援をしていく。

高次都市施設事業(基幹事業/中津市槻木交流センター)
地域支援創造事業(提案事業/中津市槻木交流センター(診療所))



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 中津市 直 延長=    674ｍ 19 21 19 21 42.0 42.0 42.0 42.0

中津市 直 延長=   380ｍ 20 22 20 22 61.0 61.0 61.0 61.0

中津市 直 延長=1534.1m 18 20 18 20 10.0 10.0 10.0 10.0

藤原線 中津市 直 延長=   229ｍ 19 20 19 20 49.0 49.0 49.0 49.0

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 中津市 直 － 20 22 20 22 6.0 6.0 6.0 6.0

高質空間形成施設 －

高次都市施設 中津市 直 － 18 19 18 19 86.4 86.4 86.4 86.4

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 254.4 254.4 254.4 254.4 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
中津市 直 18 19 18 19 77.7 77.7 77.7 77.7

中津市 直 面積=2,474㎡ 22 22 22 22 4.55 4.55 4.55 4.55

中津市 直 － 22 22 22 22 3.35 3.35 3.35 3.35

－

－

－

合計 85.6 85.6 85.6 85.6 …B
合計(A+B) 340.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
中津市 国土交通省 ○ H17 H19 31.4

中津市 ― ○ H20 H22 2.4

民　間 ― ○ H19 ― ―

　 　 　 　 　 　

合計 33.8

堀江年の神線

小屋川線他　６路線

都市地方連携推進事業 中津市山国町

田舎の風景保全事業 中津市山国町

桜と紅葉植栽事業 中津市

　

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

地域創造
支援事業

－

事後評価の実施に関する調査 －

事業主体事業
細項目

中津市槻木交流センター（診療所） 槻木小学校跡

リバーパーク景観再生事業 猿飛びの景・念仏橋の景

交付期間内事業期間
直／間

うち民負担分
規模

住宅市街地
総合整備
事業

0.0

（参考）事業期間
事業箇所名

アメニティリバーパーク乗降車場整備等

－

－

事業 事業箇所名
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

規模

中津市槻木交流センター

－

事業主体
細項目

直／間

坂内線
うち民負担分

交付対象事業費 0.413140.3 国費率340.0 交付限度額



都市再生整備計画の区域

　中津市 溝部・槻木地区（大分県中津市） 面積 804 ha 区域 中津市 溝部・槻木地区

S=1/50,000

500 1000 1500 20000

中津市役所
山国支所

溝部・槻木地区（804ha)

都市再生整備計画区域

凡　　　　　　　　　　　　例



観光客数 （ 人/年　） 75,800 （　　　16年度） → 85,000 （　　22年度）
診療所・健康交流センター来館数 （ 人/年　） 3,700 （　　  16年度） → 5,000 （　　22年度）

生活環境満足度 （ポイント） 3.0 （　　　16年度） → 3.5 （　　22年度）

　中津市溝部・槻木地区（大分県中津市）　整備方針概要図

目標 人と自然が共存するこころ豊なアメニティタウン
代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

0 1000 2000

S=1/40,000

■基幹事業
【道路】堀江年の神線
L=380m

■基幹事業
【道路】坂内線
L=674m

■基幹事業
【道路】
藤原線
L=229m

□提案事業
【地域創造支援事業】
中津市槻木交流センター
(診療所)

■基幹事業
【高次都市施設】
中津市槻木交流セ
ンター

■基幹事業
【道路】小屋川線他 ６路線
L=1534.1m

□提案事業
【事業活用調査】
事業効果分析に
関する調査

■基幹事業
【地域生活基盤施設】
アメニティリバーパーク
乗降車場整備等

□提案事業

【地域創造支援事業】
リバーパーク景観再生事業

■関連事業（全域）

都市地方連携推進事業

田舎の風景保全事業

桜と紅葉の植栽事業


